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論文審査の要旨（2000 字程度） 

本論文は“低演算量かつロバストなシングルキャリア信号検出法”と題し、衛星放送の TV 受信機に

おける高速信号検出技術をまとめたもので、和文６章から成っている。 

第１章の“研究背景”は、現在の衛星放送システムの概要をまとめている。特に欧州では、各 TV 放

送の搬送波周波数や伝送帯域幅が規格化されておらず、かつ極めて多数のTV信号が混在しているため、

これらの TV 信号の高速信号検出技術が非常に重要であることが指摘されている。この課題を解決する

ために、本論文ではコグニティブ無線の分野で研究が進められている信号検出方式を応用し、高速（低

演算量）かつ高信頼（ロバスト）に TV 信号を検出する技術を確立することが目的であると述べられて

いる。 

第２章の“信号検出システムモデルと実環境課題”では、まず特に欧州におけるデジタル衛星放送

方式の詳細がまとめられている。次に実環境における信号検出の課題として、雑音レベルの不確定性

（雑音レベル推定の困難さ）、受信機内の局発信号の漏れ込み、パラボラアンテナから TV 受信機まで

の宅内配線系の周波数特性などが挙げられ、これらの課題に対してロバストな信号検出方式の構築が

重要であることが示されている。 

第３章の“信号検出方式”では、まずコグニティブ無線の分野で研究が進められている信号検出方

式として、エネルギー検出方式、周期定常性検出方式、マッチドフィルタ検出方式を紹介し、第２章

の実環境課題の中では検出精度や演算量などに課題があることを示している。次にマッチドフィルタ

方式を拡張した低演算量かつ雑音の不確定性にロバストな信号検出方式を提案し、実環境を模擬した

数値解析によりその有効性を示している。 

第４章の“低演算量かつロバストな信号検出機構”では、局発信号の漏れ込みなどの干渉信号にロ

バストな周期定常性検出方式と第３章で提案した雑音の不確定性にロバストな信号検出方式を組み合

わせた信号検出機構を提案している。第３章で提案したマッチドフィルタ方式を拡張した信号検出方

式により搬送波周波数や伝送帯域幅の粗推定を行い、その推定値近傍を周期定常性検出方式により精

密に探索することによって、低演算量かつ実環境課題にロバストな信号検出が実現可能であることが

示されている。 

第５章の“実装と実衛星受信環境評価”では、第４章で提案した信号検出機構を実際の衛星放送信

号検出に適用する場合の実装方法、評価手法、および実衛星放送信号を用いた評価結果が説明してい

る。実環境で評価を行った結果、衛星放送受信の要求条件を保ちつつ、従来手法に比べて約１０倍の

高速信号検出が実現されることが明らかにされている。 

第６ 章の“まとめと今後の展望”では本研究で得られた成果を総括すると共に、今後に残された学

術的及び技術的課題について述べている。 

 以上を要するに、本論文は衛星放送の信号を高速かつ高信頼に検出する画期的な機構を明らかにし

たものであり、その研究成果は既に世界で２０００万台を超える衛星放送TV受信機に採用されており、

その有効性が十分に示されている。以上より本論文は、工学上並びに工業上貢献するところが極めて

大きく、博士（工学）の学位論文として十分価値があるものと認める。 
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